
夜でも曇でも地表が見れる
小型レーダ衛星の開発

◆小型人工衛星向けのレーダとは

近年、１００ｋｇ以下の小型な衛星で、地球
の光学写真を撮影するミッションが行なわれ
ています。しかし、昼間の晴天の時にしか地
表を撮影することができません。
この研究は、夜や曇でも電波で地表を撮像
できる合成開口レーダを、小型の衛星に搭載
する研究開発です。

◆小型レーダ衛星の要素技術開発

（A）高周波アンプ技術
窒化ガリウムという新しい半導体の高周波
アンプで電力を増幅して、高出力の電波を合
成します。

（B)電力合成器
１パッケージで２００Wの高周波を増幅できる

窒化ガリウム高周波増幅器からの出力を、
導波管共振器内で６合成する電力合成器を
開発しました。これによって１ｋWのX帯（９．６
５GHｚ）送信信号を発生できます。

（C）ヒンジ部の非接触給電
折りたたみヒンジを通して電波をレーダ用ア
ンテナへ給電するのに、導波管チョークフラ
ンジを用いて非接触で給電可能な新方式を
使います。
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◆アンテナパネル展開デモ

小型レーダ衛星は、ロケットに搭載されて
いるときには、平面アンテナパネル(左右両
翼３枚) が、片翼あたり厚み１５cmに収納さ
れています。それが衛星軌道上で展開され、
０．７m×４．９mのサイズになります。
また、展開後のアンテナ面を１mm以内の精
度とする必要があます。
特別公開では、空気力で浮上させるエ
アーベアリングを使用し、地上展開試験をデ
モする予定です。
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（D）レーダ用平面送受信アンテナ
このアンテナで、地表への電波の発射とそ
の反射波の受信をします。小さいロケットで
打ち上げられるように、一層構造のスロットア
レイというアンテナを開発して、これを片翼３
枚ずつ展開します。

（E）衛星用通信技術
レーダー観測によって得られる大量のデー
タを地上に伝送するために、高速な衛星通信
が必要となります。東大のほどよし４号という
衛星で既に検証している技術をさらに発展さ
せて、１秒間に２ｘ１０⁹ ビットのデータを伝送
できる高速通信システムを開発中です。


